
○ 目的

○ 事業概要

事業内容

－

平成２４年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号 64経済環境部産業振興課

事業名

1364

一休とんちロード整備事業

ＪＲ京田辺駅～一休寺間について、市民及び来訪者が
「一休さんのまち・京田辺市」を認識できる標識を整備
する。

・起終点に案内標識を設置
起点 ＪＲ京田辺駅少年一休像
終点 酬恩庵一休寺

・ルート上の電柱等を活用して標識を設置

京田辺市を代表する「一休さん」に光をあて、観光
ルートに物語性をもたすことにより、一層の魅力・知名
度の向上を図る。

新 規予算額
新規・拡充
継続の別

３，０００千円



○ 目的

○ 事業概要

－

予算額
新規・拡充
継続の別

掲載情報を更新するため、板面を取り替えるほか、看
板が重複した箇所については撤去する。

また、興戸駅については、既存大形看板を撤去し、整
備された駅前広場に新設する。

市内観光スポットを掲載した看板を整備することによ
り、京田辺市のＰＲ及び来訪者の利便性の向上を図る。

事業内容

２，５００千円 新 規

平成２４年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号 64経済環境部産業振興課

事業名

1364

市内観光案内板整備事業



○ 目的

○ 事業概要

1364

事業名

予算額

経済環境部産業振興課担当所属名 直通電話番号 64 －

事業内容

平成２４年度 当初予算主な事業

市内業者の事業活動を支援し、地域経済の活性化と雇
用の安定を図るとともに、高齢者、障がい者等の社会参
加を促進する。

市内業者により、住宅又は店舗のバリアフリー改修工
事を行う者に対し、工事費の半額を助成する。

（上限額：店舗200千円、住宅100千円）

緊急経済対策バリアフリー改修事業

継 続
新規・拡充
継続の別

３，０００千円

次の要件全てに該当すること

①京田辺市内で開業している中小企業等

②対象店舗で現に営業していること（賃貸でも可）

③小売店、飲食店、診療所、理・美容室など不特定多数の市民が訪れる業種を営んでいること

（工場や事務所部分は対象となりません。風営法第2条に規定する業種も不可です。）

④市税を滞納していないこと（市民以外の方でも市内に営業店舗があれば対象になりますが、

市税務課に開設届を提出した上で、事業所税を納付している必要があります。）

次の要件全てに該当すること

①京田辺市に住民登録をしていること

②対象住宅に現に住んでいること（賃貸でも可）

③市税を滞納していないこと

④申請者及び同居している人が、住宅改修に関して他制度の対象者でないこと

※他制度優先ですので、次に該当される場合は、担当課にお問い合わせください。
ア 要介護認定又は要支援認定を受けている人（申請中含む。）

イ 65歳以上で日常生活を営む上で住宅改善が必要と認められる人

［担当課：高齢介護課（庁舎２階④窓口］

ウ 下肢、体幹等身体障害３級以上、療育手帳Ａ判定の人

［担当課：障害福祉課（庁舎２階⑧窓口）］

対象工事経費が５万円（消費税別）以上で、助成金交付決定後に着工し、市内の施工業

者により施工する次に掲げる工事

①廊下、階段、通路等の段差解消、手すりの設置、床のノンスリップ化、点字ブロッ

クの設置工事

②通路や開口部の幅の拡張工事

③洋式便器等への取り替え工事

④その他、対象施設における移動の円滑化及び安全性の向上に関し改善されると認め

られる工事（自動ドア・ＥＶ設置、引き戸への変更など）

※木造住宅耐震改修補助や福祉のまちづくり推進事業補助金など、他制度との併用は

できません。

対
象
工
事

対
象
者

ご家族に 65 歳以上の
方がおられる場合は、
まずはこちらで相談を



○ 目的

○ 事業概要

－

中小企業の経営負担の軽減を図り、安定した経営やさ
らなる事業展開を支援する。

中小企業金融支援事業

継 続３４，５００千円

担当所属名 直通電話番号 64経済環境部産業振興課 1364

事業内容

１ 中小企業融資保証料補給金
(1) 対象融資 京都府制度融資のうち下記融資を

利用した市内企業
・一般振興融資（１，２５０万円以下）
・小規模企業おうえん融資ベース枠
・小規模企業おうえん融資ステップアップ枠
・創業支援融資
・雇用促進支援融資

(2) 補助率 ２分の１（上限１０万円）
(3) 予算額 ９，０００千円

２ 中小企業融資利子補給金
(1) 対象融資 京都府制度融資のうち下記融資を

利用した市内企業
・一般振興融資（１，２５０万円以下）
・小規模企業おうえん融資ベース枠
・小規模企業おうえん融資ステップアップ枠

(2) 補助率 年利１％相当額以内
※おうえん融資ベース枠１．７％

(平成24年12月迄)
(3) 予算額 ２３，０００千円

３ 中小企業融資利子補給金
(1) 対象融資 日本政策金融公庫経営改善貸付を

利用した市内企業
(2) 補助率 年利１％相当額以内
(3) 予算額 ２，５００千円

平成２４年度 当初予算主な事業

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別



○ 目的

○ 事業概要

1364

事業内容

－担当所属名 直通電話番号 64経済環境部産業振興課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

京たなべの逸品販路開拓支援事業

継 続３，５００千円

展示会等への出展に要する経費の支援を通じ、市内で
生み出された優れた製品等の販路開拓を行うことで、市
域中小企業の活性化を推進する。

１ 展示会出展に関する対象経費の見直し
(1) 委託費に追加

→ 展示会コーディネーター等専門家派遣に要す
る経費

展示会における効率的活実効性の高い出展を
支援するため公的機関等からの専門家派遣費用
を追加

(2) 旅費に追加
→ 宿泊費

交通費と宿泊費がパックとなった旅行商品が
多く、分割が困難なため

(3) 旅費から削除
→ 有料道路通行料、レンタカー代、駐車場代

有料道路通行料等は、利用が少ないため経費
対象外とする。

旅費は、公共交通機関のみを対象とする。
２ 補助額の下限を設定（５万円／１事業）

１回の事業費の補助金額が５万円以下のものは、
補助対象としない。

→ 事業費が少額のものは自己負担も少ないた
め、自社努力の範囲内とする。

３ Ｄ－ｅｇｇ入居者への優遇措置
Ｄ－ｅｇｇ入居者は、補助率を２／３とする。
→ 補助限度額２００千円は変更なし

平成２４年度 当初予算主な事業



○ 目的

○ 事業概要

－ 1364

事業内容

１ 空き店舗活用賑わい支援事業 ５２０千円
(1) 補助対象 商店街内の空き店舗を購入または借り

受け、新規開業者向け貸店舗、コミュニ
ティ施設またはテナントミックスのため
の誘致店舗として改修および運営する事
業

(2) 補助率 ３分１以内（３分の２）
２００千円以上２，０００千円以下

２ 研修調査事業 ５００千円
(1) 補助対象 商店街の活性化を図るために必要な研

修会等の事業
(2) 補助率 2分の1以内 上限100千円

３ イベント事業 ５００千円
(1) 補助対象 商店街の活性化を図るために行うイベ

ントその他創意工夫を凝らした事業
(キララフェス等）

(2) 補助率 ２分の１以内 上限５００千円

地域の特色を生かした賑わいのある商店街づくりの推
進を図る。

担当所属名 直通電話番号 64経済環境部産業振興課

平成２４年度 当初予算主な事業

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

商店街にぎわい創出支援事業

１，５２０千円 継 続



○ 目的

○ 事業概要

中小企業ＩＴ化推進事業

継 続２，０００千円

事業内容

中小企業の販路開拓や効率的な自社ＰＲを通じ、さら
なる事業展開を支援すると共に、市域の経済活性化や産
業の振興に資する。

中小企業の効率的な広告宣伝や販路開拓支援のため、
ＨＰの作成・更新費等の一部を補助する。

補助対象 市内中小企業者で、自社のホームページ等
の新設・更新・機能拡充やコンテンツ制作を
外部に委託するもの。

補助率 ２分の１（上限１０万円）１企業１回限り

－

平成２４年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号 64経済環境部産業振興課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

1364



○ 目的

○ 事業概要

起業家育成施設入居支援事業

継 続３，８４５千円

事業内容

産学連携の促進、新産業の創出、市内企業との連携を
図る。

Ｄ－egg入居費の一部を補助することにより、入居の
促進及び、企業の市内定着を図る。

補助対象 大学等と連携して起業または新規事業の展
開を図ろうとするもの。

補助額 ９００円×居室面積(㎡)×１２ヶ月
補助期間 ５年間

－

平成２４年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号 64経済環境部産業振興課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

1364



○ 目的

○ 事業概要

経済環境部産業振興課 1364－

平成２４年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号 64

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

事業内容

市内企業のさらなる事業展開を支援し、産業の振興や
市内の経済活性化に資する。

市内企業の販路開拓支援、ビジネスマッチングのた
め、商工会や同志社大学、京都府、中小企業基盤整備機
構等と連携し、ビジネスフェアを開催する。

負担金 １，７５０千円

１，７５０千円

ビジネスフェアｉｎ京たなべ負担金

継 続



○ 目的

○ 事業概要

事業内容

継 続

京田辺市地域農業再生協議会推進事業

京田辺市地域農業再生協議会の業務の中で、農業者戸
別所得補償制度・農地利用集積円滑化、需給調整業務等
の一部の業務については国からの事務費が交付される。

３，５００千円

農家を取り巻く環境が悪化している中で、消費者の食
に対する関心は高まっている。
安全・安心な農産物の流通、食料自給率の向上のた

め、市独自の施策に加え、国の事業を振興することによ
り、少しでも持続可能な農業の振興に寄与するもの。

－

平成２４年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号 64経済環境部農政課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

1362



○ 目的

市内の耕作放棄地の解消を図る。

○ 事業概要

1362－

平成２４年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号 64経済環境部農政課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

事業内容

拡 充

耕作放棄地対策

耕作放棄地の解消を図り、利用権の設定を受けた借り
受け者に対し、５万円／１０ａの奨励金を交付するとと
もに、設備等の補完及び土壌改良が必要な土地について
は、その経費の１／２を補助する。

１，５００千円



○ 目的

○ 事業概要

担当所属名 経済環境部農政課 直通電話番号 64 － 1362

土地改良施設の補修や改修を行い、機能低下の防止や
機能回復を図る。

東鐘鉦割揚水機のポンプを交換する。

事業内容

予算額
新規・拡充
継続の別

新 規１２，２００千円

平成２４年度 当初予算主な事業

事業名 維持管理適正化事業



○ 目的

○ 事業概要

事業内容

継 続

地域農業担い手支援事業

認定農業者等が利用する農業用施設、機械等の新設、
改良等にかかる費用、又は研修等の経費を一部補助す
る。

補助率 １／１０以内 （上限１０万円）

地域農業担い手の生産施設、機械等の充実を図るとと
もに、生産活動の効率化の促進及び活動の推進を図る。

１，８００千円

－

平成２４年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号 64経済環境部農政課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

1362



○ 目的

○ 事業概要

1362－

平成２４年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号 64経済環境部農政課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

事業内容

継 続

市単独農業振興事業

ナス農家育成事業、茶園新改植支援事業、廃棄ビニー
ル等処理助成事業、施設園芸ハウス事業、新技術・機械
等導入事業、共同出荷推進事業、農業団体育成事業 な
ど

農業生産活動等に対し市が補助金を交付することによ
り、農業の近代化、経営の安定、農業特産物の育成等を
図る。

５，０７２千円



○ 目的

○ 事業概要

事業内容

継 続

良質米出荷奨励事業

良質米の流通を推進するため、相対販売の価格との対
比による差額の補填を行うもの。

主食用の一等米１本（３０ｋｇ）あたり５００円を交
付

（従量制）

良質米の生産拡大を進め、流通の適正化を図る。

３，７５０千円

－

平成２４年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号 64経済環境部農政課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

1362



○ 目的

○ 事業概要

1362－

平成２４年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号 64経済環境部農政課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

事業内容

継 続

農地・水・環境保全向上対策

農地、農業用水等の長寿命化の取り組みに対し助成を
行う。

京都府農地・水・環境保全向上対策協議会で決定され
た補助基本額のうち、５０%を国が負担し、２５%を京都
府が、残り２５%を市が負担している。

(1) 農地・水・環境保全対策交付金
予算額 ２，７１９千円

(2) 農地・水向上活動支援交付金
予算額 ３，０８１千円

５，８００千円



○ 目的

○ 事業概要

1362－

平成２４年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号 64経済環境部農政課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

有害鳥獣防護柵設置補助事業

３戸以上の受益者が共同で防護柵を自力設置した場
合、１，６００円／ｍ以内で国が全額補助（材料支給）

延長 ５，０００ｍ

事業内容

継 続８，０００千円

近年増加している農作物へのイノシシによる被害を防
止するために田畑の周りに防護柵を設置するための材料
を支給する。



○ 目的

○ 事業概要

事業内容

継 続

温室効果ガス対策事業（ナラ枯れ対策事業）

甘南備山の被害が特に顕著であり、推定５００本以上
の被害木があり、そのうち林道、遊歩道などの危険箇所
の伐採等を５０㎥実施する。

近年被害が拡大しているカシノナガキクイムシによる
ナラ枯れ被害を防除するため、ナラ枯れ木の伐倒・薬剤
処理を行う。

１，１４３千円

－

平成２４年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号 64経済環境部農政課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

1362



○ 目的

○ 事業概要

1366

拡 充

－

地球温暖化防止に向けて新エネルギーの普及を促進す
るため、住宅用太陽光発電システムの設置者に対して、
設置費用の一部を補助する。

平成２４年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号 64経済環境部環境課

事業名

予算額

事業内容

新規・拡充
継続の別

対象 住宅用太陽光発電システム設置者
補助件数 約１５０件（想定）
補助額 太陽光発電システムの公称最大出力１kwあた

り３万円 （上限１０万円）

住宅用太陽光発電システム設置補助金

１５，０００千円



○ 目的

○ 事業概要

－ 1366担当所属名 経済環境部環境課 直通電話番号 64

事業内容

温室効果ガスの排出削減に向けて、市全域を対象とし
た「京田辺市地球温暖化対策推進計画」（仮称）を策定
し、地球温暖化防止の取り組みを推進する。

本市では、平成１９年度に市役所を対象とした「京田
辺市地球温暖化対策実行計画（第２期）」を策定し、平
成２４年を目標年次として、平成１８年度比で温室効果
ガス４％の削減を掲げ取り組んでいます。

平成２４年度に当該計画を見直すとともに、市民及び
事業者が温室効果ガスの排出の抑制等に関して計画的に
取り組めるよう、市域全体の計画として策定を進める。

予算額
新規・拡充
継続の別

３，９９４千円 新 規

平成２４年度 当初予算主な事業

事業名 地球温暖化対策推進計画策定事業



○ 目的

○ 事業概要

事業内容

拡 充

ごみ処理施設整備検討事業

・ごみに関する市民意識の把握
・ごみ減量化等に向けた取組施策の検討
・ごみ焼却施設整備に関する検討

１０，４２０千円

昭和61年から稼働している環境衛生センター甘南備園
焼却施設の後継施設建設をスムーズに進め、本市のごみ
処理が適正に行えるよう、施設整備に向けた検討を行
う。

【内訳】
・ごみに関する市民意識調査分析業務委託
・ごみ減量化等取組施策支援業務委託
・ごみ焼却施設整備検討調査業務委託

－

平成２４年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号 68経済環境部清掃衛生課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

1288



○ 目的

○ 事業概要

場所 河原食田１０－７０ 新田辺駅東５番街

平成２４年度 当初予算主な事業

事業名

事業内容

継 続予算額
新規・拡充
継続の別

５，９０１千円

循環型社会形成に向けて市民協働による３Ｒ活動の拡
充を図るため、リサイクルプラザに加えて、昨年度より
新田辺駅東商店街に「キララ店」を開設してリユース及
び再利用教室を行っている。今後とも駅前の好立地条件
を活用して、ごみ減量化に向けた取り組みの更なる推
進、物作り教室等の充実を図る。また、商店街は、地域
の人々が交流する公共の場としての役割を担っているこ
とから、「キララ店」の取り組みを通して衰退する商店
街の活性化につなげる。

担当所属名 直通電話番号 68経済環境部清掃衛生課 1288

１ 新田辺駅東商店街空き店舗を利用する
２ エコパークかんなびによるリユース品の受付・展示

販売
３ 物作り教室
４ 資源ごみの受付

－

リユース事業の拡張


